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　十字架が待ち受けるエルサレムを目前にしたエリ
コという町で、主イエスがなされた癒

いや
しの出来事

が語られています。それは過越の祭りの時期であ
り、主イエスと弟子たちは多くの巡礼者と共にエリ
コからエルサレムに上ろうとされていました。町の
門の外には物乞いたちが並んでおり、主イエス一行
が通った時、バルティマイという名前の視覚障がい
者の物乞いが「ダビデの子イエスよ、わたしを憐れ
んでください」と叫び出しました。彼は障がいによ
る苦しみに加え、物乞いをして人の慈悲に頼る以外
に命を繋

つな
ぐ術
すべ
はなく、苦痛に満ちた人生を送ってい

たに違いありません。しかし、主イエスに従ってき
た人々が、憐れみを求めて叫ぶ彼を叱りつけて黙ら
せようとしたのです。この人々というのは弟子たち
を含めて、ガリラヤから主イエスに招かれて同行し
てきた人たちです。一方、バルティマイは主イエス
の憐れみと癒しを渇

かつぼう
望していました。しかし、先に

招かれた人々が、彼の望みを断ち切ろうとしたので
す。現在、私たちの周囲にもバルティマイのように
主イエスの憐れみを必要とする隣人は多くいるはず
です。私たちは、先に招かれたキリスト者として、
無意識の内に隣人が主に近づくことを諦めさせてい
ないか、主イエスを必要とする隣人に寄り添うこと
が出来ているのか、何

い つ
時も自分を振り返る必要があ

ります。更にキリスト者であれば、救いを求めてい
る人を、主イエスと共に探し求めなければならない
のだと思います。
　バルティマイは必死でした。おそらく、彼は主イ
エスの癒しの御業について噂を聞き、知っていたの
でしょう。この機会を逃すと、もう二度と主イエス

に会うことが出来ないと思い、必死に叫び続けまし
た。その声を主イエスは受け止めて立ち止まり、「あ
の男を呼んで来なさい」と言われました。バルティ
マイに対する招きの言葉です。憐れみを求める弱者
へ向けた救いの言葉です。この主イエスの招きの言
葉でバルティマイの人生が変わるのです。また、こ
の言葉は主に同行する人々の態度を完全に否定した
言葉であり、更に彼らを悔い改めに導く言葉といえ
ます。
　人々はバルティマイを呼んで「安心しなさい。立
ちなさい。お呼びだ」と伝えました。彼は上着を脱
ぎ捨て、躍り上がって主のところに来ました。脱ぎ
捨てた上着は長く、体全体を覆

おお
うように上から羽織

るように着て、地面に裾を伸ばして座り、その上に
施しを置いてもらえる様になっていました。彼の商
売道具であり、唯一の財産であります。バルティマ
イは主イエスのもとに向かうためにそれを捨て去り
ました。この時、彼は上着と共に古い自分を脱ぎ捨
て、新しい人間に着替えさせられたのです。
　主イエスの「何をしてほしいのか」という問いか
けに、彼は「先生、目が見えるようになりたいのです」
とだけ願いました。主イエスは「行きなさい。あな
たの信仰があなたを救った」と言われました。バル
ティマイが主イエスに信頼を示し、主はその信頼が、
あなたを救ったと言われ、もう自由に生きなさいと
言われたのです。目を癒やされたバルティマイが選
んだ自由は「なお道を進まれるイエスに従う」こと
でした。そして、イエス・キリストの十字架と復活、
贖
あがな
いの目撃者として初代の教会の信仰者の一人に加
わったのです。� （新

しんぐう
宮教会伝道師）
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イエス・キリストの目撃者となる
　なお道を進まれるイエスに従った。�（マルコによる福音書10章46〜52節）

� 浅
あさ

　尾
お

　勝
かつ

　哉
や

説　教説　教


